
2023年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL51223A01）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ガーナ H132 公衆衛生 20～45
歳のみ 個別 新規 2年 ・2024/1 ・2024/2 ・

2024/3

 

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

保健省

2）配属機関名（日本語）

ガーナ保健サービス サウストング郡事務所

3）任地（ ボルタ州サウストング郡ソガコペ ） JICA事務所の所在地（ アクラ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 車 で 約 2.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は保健政策実施機関GHS(Ghana Health Service)の地方事務所で、郡全体の保健医療全般に関する事業の運営管
理を行っている。JICAは住民の健康促進や母子保健にかかる取組みを通じた地域保健サービスの向上を目的に、保健関
連の隊員派遣を面的に展開しており、その相乗効果への期待も大きい。管轄内には病院、ヘルスセンター、CHIPS(コミュ
ニティが運営する保健施設)などの施設を有し、職員数は231名。ガーナではJICAの支援のもと2018年より母子手帳の導
入が進められており、2022年には「5S-KAIZEN-TQMを通じた母子保健医療サービスの質の改善プロジェクト」が開始
された。

【要請概要】
1）要請理由・背景

配属先は地域の保健・衛生状況改善に向け、各種感染症・非感染性疾患の予防、母子保健サービス、健康教育等広範な
取り組みを行っている。しかし、管轄地域の中にはアクセスが困難な場所があることや、情報インフラが脆弱であるこ
とから、予防接種を含む感染症対策の実施、保健統計データの収集、処理において課題を抱えており、隊員が要請され
た。
また、配属先は直接の対象サイトではないものの、近隣地域ではJICAによる「5S-KAIZEN-TQMを通じた母子保健医療
サービスの質の改善プロジェクト」が実施中である。当該プロジェクトと連携し、配属先、あるいは管轄保健医療施設
で初歩的な5S-KAIZEN活動を行うことも期待されている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

感染症対策部門をはじめ、関連部局のスタッフ等と協力して以下の活動を行う。
1. 定期予防接種プログラム(EPI)や、マラリア・HIV/AIDS・コレラ等感染症対策がより確実に実施されるよう支援する。
2. 公衆衛生統計の収集・分析に関し、課題を分析し、その対策を支援する。
3. 基本的な5S-KAIZEN手法を紹介し、職場環境の改善と、それを通じたサービス向上を支援する(マニュアル等は事務所・
プロジェクトより提供可)。
4. その他、現場のニーズと隊員の知識・経験に応じ、対象地域の保健衛生状況改善に向けた取り組みを行う。
※ガーナ政府との取極めにより、身体への侵襲行為は実施しないこととなっている。

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL51223A01_1.jpg?t=1684341731
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL51223A01_2.jpg?t=1684341731


3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

配属先事務所にある事務機器、地域保健施設にある体重計、血圧計など基本的な医療器材

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:ディレクター(女性)、その他スタッフ20名程度
カウンターパート:感染症対策担当官(40代、女性)
※感染症、地域保健、保健統計等の担当者は30代～50代で、公衆衛生学の修士号を保持

活動対象者:管轄保健医療施設スタッフ、地域住民

5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

英語(レベル:C)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）　備考：同僚と同様の学歴が求められる

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：経験に基づいた支
援が必要

[参考情報]：

　・医療資格もしくは関連学位の所持が望ましい

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（25～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
不定期な停電、断水がある。生活使用言語は主にエウェ語。赴任後に現地語学訓練を実施する。
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